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諏訪口橋 西餅屋橋
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平成２５年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路
橋梁修繕 工事

諏訪郡 下諏訪町 西餅屋橋

位 置 図
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１．１
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道路規格

橋　格

橋　長

支　間

型　式

有 効 幅 員

総　幅　員　

横 断 勾 配

縦 断 勾 配

平 面 規 格

設 計 速 度

占 用 添 加 物

雪　荷　重

床 版 の 割 増

設 計 震 度

断 面 図 S=1:100

設 計 条 件

アスファルト舗装 撤去打替　t=70(50)

コンクリート床版厚　t=190

高弾性炭素繊維シート

(目付量 300g/m2)

西餅屋橋 補修一般図

地覆補修工

ｺﾝｸﾘｰﾄ表面保護材塗布

地覆補修

地覆補修工

地覆補修工

高弾性炭素繊維シート（橋軸方向・直角方向）

(目付量 300g/m2)

床版下面（全厚打換部のみ）

側 面 図 S=1:200

平 面 図 S=1:200
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伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

シ ラ ン系 給水 防 止材 　高 浸透タ イプ

ｺﾝｸﾘｰﾄ表面保護材塗布

シラ ン系 給 水防 止材 　高 浸 透タイプ

伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

取付け舗装 L=20.0 m

グルービング工
路 面排 水用 　 W = 3 6 m m  D = 1 0 m m

L=201 m

t=25+5cm       A= 34 m2

t=20+10+5cm    A=122 m2

地覆補修工

床版打換工

床版断面修復工　　　t=70

長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路 ( R 1 4 2 号 )

諏訪 郡下 諏 訪町 　西 餅 屋橋

設計 会社

測量 会社

調査 会社

管 理 技術 者

照 査技 術 者

主 任技 術 者

主 任技 術 者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 橋梁修繕 工事平 成  2 5 年 度

図 　示

実 施 図

長 野県

道 路公 社

内 田 田 口 佐 藤
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西餅屋橋

補修一般図
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材 料 名

格 子 筋

品 番 ・ 仕 様 （ 相 当 品 )

F T G - C R 6 - 1 0 0 * 1 0 0

数 量

0 0 0 ㎡

標 準 使 用 量

1 . 2 0 ㎡ / ㎡

格 子 筋 （ 高 強 度 カ ー ボ ン ） 工 法 　 数 量 表

1 0 0 * 1 0 0 m m

格 子 間 隔

格子筋（高強度カーボン）性能表

F T G - C R 6 - 1 0 0 * 1 0 0

材 料 （ 相 当 品 ）

1 7 . 5 m m

筋 断 面 積

1 , 4 0 0 N / m m

引 張 強 度 引 張 弾 性 率

1 . 0 * 1 0  N / m m
5

F R P グ リ ッ ド 相 当 品の 継 ぎ 手 長 は 3 節 2 枡 以 上 と す る 。

今 回 の 場 合 は 突 き 出 し 部 を 含 め 、 3 0 0 m m 以 上 と し 、 橋 軸 方 向 お よ び 直角 方 向 に 設 け る 。

22 2

２ ． 床 版 下面 は 断 面 修 復 ・ 部 分 打 換 え 後 に ひ び 割 れ 注 入 を 実 施 す る 。

注 ） １ ． プ ラ ス チ ッ ク ひ び 割 れ は 超 速 硬 型 無 収 縮 モル タ ル と S B R 系 乳 液 で 処 理 す る 。

長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路 ( R 1 4 2 号 )

諏訪 郡下 諏訪 町 （西 餅屋 橋 ）

設計 会 社

測量 会 社

調査 会 社

管理 技術 者

照 査 技術 者

主 任 技術 者
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新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 橋梁修繕 工事平 成  2 5 年 度

床版 断 面補 修図 図 　示

実施 図

長 野 県

道 路 公社

内 田 田口 佐 藤

1.50%

高弾性炭素繊維シート(目付量 300g/m2)
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西 餅 屋 橋 　 床 版 （上 面 ） 断 面 修復 図

補 修　 C A S E - 1

床版上面劣化 部 S = 1 : 5 0

補 修 　 C A S E - 2

床 版 全 厚 劣 化 部 S = 1 : 5 0

格子筋（高強度カーボン）補強工法　施工詳細図
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F R P グ リ ッ ド ( F T G - C R 6 - 1 0 0 * 1 0 0 )

既存鉄筋D22（SD295）

3 . 鉄筋 防 錆処 理（ 欠損 部 増し 筋を 含む ）

4 . 鉄筋 腐 食抑 制タ イプ 含 浸材 塗布 (粗 面 ）

7 . 橋面 防水 層 (シ ート 系）

1 . アス フ ァル ト舗 装撤 去 ( t = 7 0 m m ）

8 . アス ファ ルト 舗 装　 t = 5 0 m m

2 . コン ク リー ト撤 去 ( t = 6 0 m m 　 上側 鉄 筋下 側ま で除 去 ）

5 .鉄 筋補 強処 理 ・格 子筋 （高 強 度カ ーボ ン 1 0 0 * 1 0 0 　 引 張強 度 1 4 0 0 N / m m 2 以 上）

6 . 断面 修復  t = 7 0 m m （繊 維 ・ S B R 系混 和 剤混 入　 2 1 - 8 - 2 5 ( 2 0 ) H ）

1.50%

高弾性炭素繊維シート(目付量 300g/m2)

1,050 3@2,200=6600 1,050
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,6
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600 3,750

2 . 劣 化部 コ ンク リー ト撤 去 ( t = 2 1 0 m m ）

4 . 鉄 筋腐 食 抑制 タイ プ含 浸 材塗 布 ( 粗面 ）

7 .橋 面防 水 層 ( シー ト系 ）

1 .ア スフ ァ ルト 舗装 撤去 ( t = 7 0 m m ）

3 . 鉄 筋防 錆 処理 （欠 損 部増 し筋 を含 む ）

5 .鉄 筋 補強 処理 ・格 子 筋（ 高強 度 カー ボン 1 0 0 * 1 0 0 　引 張強 度 1 4 0 0 N / m m 2 以上 ）

6 . 断面 打換  t = 1 9 0 ( 7 0 + 1 2 0 ) m m （繊 維 ・ S B R 系混 和 剤混 入　 2 1 - 8 - 2 5 ( 2 0 ) H ）

8 . アス フ ァル ト舗 装　 t = 5 0 m m
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３ ． 鉄 筋 か ぶ り は 最 少  2 5 m m 　 以上 と す る 。

４ ． 床 版 （ 上 面 ） 断 面 修 復 は 1ブ ロ ッ ク 1 0 m と し 、 支 間 中 央 部か ら の 施 工 と す る 。

５ ． 地 覆 コ ン ク リ ー ト の打 設 は 床 版 （ 上 面 ） 断 面 修 復 完 了 後 と す る 。
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伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

取付け舗装 L=20.0 m

グルービング工
路面 排 水用 　 W = 3 6 m m  D = 1 0 m m

L=201 m

t=25+5cm       A= 34 m2

t=20+10+5cm    A=122 m2

床 　 版

導 水 装 置 参 考 図
   車   道

S = 1 : 3

成形 目地 材

接着 剤

導 水 パイ プ  (φ 1 8 )

防水 層 （シ ート 系）

地 　 覆

　 端 部処 理材 　 　　 　

（ シ ルバ ーメ ッ シュ 等）

ア スフ ァ ルト 舗装 　 t = 5 c m

( 排水 性舗 装 2 . 5 c m + 2 . 5 c m ）

ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3ア ス フ ァ ル ト 舗 装
   部 分 詳 細 図

S = 1 : 3

S=1：200西 餅 屋 橋　 橋面 補 修 工

二 次施 工 一 次施 工

C L

( 1 5 0 ） 床 　 版 防水 層（ 塗 膜系 ）

成形 目 地材

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 　 t = 5 c m 、 　 橋 面 防 水 (シ ー ト 系 ） 　 A = 4 4 5 . 3 5 m 2

導水 パイ プ  ( φ 1 5 )

導 水 パイ プ  (φ 1 5 )

舗 装 版 撤 去 ・ 復 旧 　 L = 5 9 . 9 8 m

床 版水 抜 き管 - 1

舗 装面

　 φ 2 0 　  ( L = 1 . 0 m )

( 3 0 0 )

伸 縮 装置

1 　 - 　 1

　 床 版 水 抜 き 管 　 参 考 構 造 図

アス ファ ル ト
　　 　舗 　 装

φ 6 0

床
版

厚
(
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0
～

2
9
0
)

(
2
0
～

1
0
0
)

1
8

3
5

3

5
0

ナ ッ ト

φ 2 0 m m 　 S U S 3 0 4
フレ キシ ブルチ ュー ブ

（ ス プリ ング フ ィル タ－ ）

目 詰り 防止 材

吊 り金 具

接 着用 樹脂 注入

ゴ ムパ ッキ ン4

5

2

1

φ 1 0 0 コア 抜き

φ 5 0 コ ア抜 き

( 既 設 橋 取 付 け タ イ プ )

床 版 水 抜 き 管

G 1 ・ G 4

フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 　 φ 2 0
 ( L = 1 . 6 + 0 . 3 m )

床 版 水 抜 き 管

フレ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 　 φ 2 0
 ( L = 1 . 6 + 0 . 3 m )

止 め 金 具 止 め 金 具

舗 装 面

中   間   部

6
3

注 　記 　 1． タ イプ 標－ 2、 対 応床 版厚 2 1 0 ～ 2 9 0 m m

φ 4 2 . 7 × 1 0 0

φ 4 2 . 7 ×  7 0

備　 　 　　 　考

鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）φ 3 4 . 0 ×  3 5

鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）

鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）

普 通鉄 板

キ ャッ プ 付（ φ 6 0× 2 . 3 t ）

寸 　 　　 法

4

本 体構 成部 品

〃

目 詰り 防止 フ ィル タ－

ゴ ムパ ッキ ン

吊 　り 　金 　 具

部　 材　 名

1

2

φ 3 4 . 0 × 1 4 03 鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）

ス プリ ン グフ ィル タ－ （ S U S 3 0 4 ）

（ 既 設用 　 参 考 数 量 表 ）

4 0 . 0 ×  8 0 樹 脂性5

ス テン レ ス（ S U S 3 0 4 ）φ 2 0フ レキ シブ ルチ ュ ーブ

　 2． 主 材は 、 S T K M - 1 3 A - S H 。 表 面処 理は 、 H D Z - 3 5 を施 し て有 りま す。

　 3． 排 水処 理導 水の 場 合は 、フ レ キシ ブル チュ ー ブを 取付 け ます 。

〃

〃

〃

　 4． コ ア削 孔時 には 、 床版 鉄筋 に 注意 。

接 着用 樹脂 注入 0 . 4 k g / 箇 所 エ ポキ シ 樹脂

床 版水抜き　取 付図

A 1 橋台 部

S = 1 ： 5 0

長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路

諏 訪郡 下諏 訪 町（ 西餅 屋 橋）

設 計 会社

測 量 会社

調 査 会社

管 理技 術 者

照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 橋梁修繕 工事平成  2 5 年度

橋 面補 修工 図　 示

実 施 図

長 野県

道 路公 社

内田 田 口 佐藤

3
6

C LW = 5 0㎜  t = 5㎜

踏掛け板

表層

2
5
0

5
0

3
0
0

加熱AS安定処理材(40）t=25㎝

加熱AS安定処理

1
0
0

1
0
0

5
0

＊ 成 形目 地は 表層 工 で既 設構 造 物に 接す る箇 所 にも 貼付 す る。

C LW = 5 0㎜  t = 5㎜
成形目地材

表層

3
0
0

5
0

3
5
0

加熱AS安定処理

2
0
0

1
0
0

セメント安定処理

セメント安定処理(添加量5%混合深)t=20㎝

車道部（踏掛け版上） 詳細図

成形目地材

S = 1 : 4

加熱AS安定処理材(40）   t=10㎝

車道部（取付け） 詳細図 S= 1 : 4

ポリマー改質Ⅱ型密粒20F　t=5㎝
ポリマー改質Ⅱ型密粒20F　t=5㎝

導 水パ イプ  ( φ 1 8 )

導 水パ イ プ  (φ 1 8 )

ス テ ンレ ス製

ステ ン レス 製

樹 脂 製

樹脂製

床 版 水 抜 き 管  @ 5 . 0 m

床 版 水 抜 き 管  @ 5 . 0 m

( H 1 8  @ 1 0 . 0 m  施 工 済 ）

( H 1 8  @ 1 0 . 0 m  施 工 済 ）



地 覆 補 修 断 面 図 S=1:20
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地覆打換工(繊維混入早強コンクリート）

σck=21N/mm2 　A=0.119m2
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地覆打換工(繊維混入早強コンクリート）
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A 目地位置
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地覆補修工　数量計算表 1橋当たり数量

名　　称 計算式 単位 数量 備考

とりこわし工

鉄筋工

鉄筋防錆処理工

地覆コンクリート工

目地材

細　　別

SD345　D13

ｾﾒﾝﾄ系 2.0㎏/m2

21-8-25H繊維入り

KB目地　相当

15.14

(61.0+61.0)×0.3（推定）=36.6㎏/2.0㎏ 18.3

m3

m2

m3

組 26

0.119×(61.0+61.0-0.3×26)+0.199×0.3×26

膨張・収縮目地(誘発目地）参考図

S=1:5Sタイプ40型

S=1:20

誘導鉄板 t=1.0*80

誘導鉄板

(KBホルダー)

(KB釘,＠150)
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目地材(KB目地)　　N=13(R)+13(L) =26組
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配力鉄筋

施工用鉄筋

主鉄筋

(KB目地,Sタイプ）

(KB目地-Sタイプ)

600

コンクリート：σck=21N/mm2

鉄筋：SD345

470以上

A B

注） *地覆の既設鉄筋は、基本的に撤去しない。

*地覆の既設鉄筋には防錆処理を施す。

*鉄筋の断面減少、破断等が確認された場合には、

 鉄筋取換え、添え筋を施すものとする。

西餅屋橋　地覆補修工詳細図

伸縮装置補修工

取壊工

アンカー工

鉄筋工

コンクリート工 21-8-25H 繊維入り

SD345 D16

差し筋ｱﾝｶｰ　D16

無筋コンクリート

7.5×2/0.25

7.5×2×1.56

0.03×7.5 m3

㎏

本 60

23.4

0.22

7.5m当たり数量伸縮装置補修工　数量計算表

数量 備考単位計算式細　　別名　　称

鉄筋アンカー
 D16  @250

325

12
0

鉄筋　SD345 D16

A=0.03

ΣA=0.08m2

コンクリート（繊維入り）

* 　 目 地間 隔 は L = 5 . 0 m 以 下 と す る 。

長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路

諏 訪郡 下諏 訪町 （ 西餅 屋橋 ）

設 計会 社

測 量会 社

調 査会 社

管 理技 術者

照査 技 術者

主任 技 術者

主任 技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長
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尺

番
号

新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 橋梁修繕 工事平成  2 5 年度

地覆 補 修工 図　 示

実 施 図

長野 県

道路 公 社

内田 田口 佐藤
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6

地 覆、 張出床版下面 保護工法参考 図 S= 1 : 2 0

6 0 0

4
9
0

鉄 筋 腐食 抑 制タ イプ 含浸 材 塗布

L = 1 . 0 1 m

高浸 透タ イ プ含 浸材 塗 布

L = 1 . 4 9 m

( 8 5 0 )

3
0
0

0.119×(61.0+61.0-0.3×26)+0.199×0.3×26 15.142

4
6

＊　鉄筋かぶりは最少 25mm 以上とする。
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注）寸法線はアンカー中心線上の実長を示す。

152

350

1000

防護柵長　59916

28@2000=56000

　　（　）内寸法値は水平長を示す。
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高欄配置図

橋　長　(61000)

(30324)

防護柵長　60001

28@2000=56000
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1.50%

断 面 図 S=1:50

西餅屋橋 床版（下面）補強図 

高弾性炭素繊維シート(目付量 300g/m2)

2

2

5

引張強度

引張弾性率

設計厚

2

備　　考

（目付量　300g/m　)

位置

連続版

部　材　名

床　　　版

補修補強一覧表

工　法　等

接着工法

(炭素繊維)

1,900N/mm

炭素繊維シート材料諸元

6.40×10　N/mm

0.143 mm

炭素繊維シート施工仕様図

配力筋方向：高弾性タイプ　1層9列（B=250)

平 面 図 S=1:100

S=free

上流側

下流側

高弾性炭素繊維シート(目付量 300g/m2)

1層9列
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格子間隔は150mm以内となる様に割付を行う事

250 250

150
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250
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炭素繊維シート施工図

橋軸方向のみ施工

長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路 ( R 1 4 2 号 )

諏訪 郡 下諏 訪町 　西 餅 屋橋

設計 会 社

測量 会 社

調査 会 社

管理 技術 者

照 査 技術 者

主 任 技術 者

主 任 技術 者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 橋梁修繕 工事平 成  2 5 年 度

図 　示

実 施 図

長 野 県

道 路 公社

内 田 田口 佐 藤
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6

西餅屋橋

床版（下面）補強図

1.下地処理（ケレン）1.下地処理（ケレン）

2.鉄筋腐食抑制材散布(ﾌﾟﾛﾃｸﾄｼﾙCIT)

3.プライマー塗布（FP-NS　0.2kg/㎡）

4.不陸修正（エポキシ系パテ）（FE-Z　1.0kg/㎡）

11.仕上げ材　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗料（FC-U中塗り　0.15kg/㎡）

12.仕上げ材　ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料（FC-U上塗り　0.15kg/㎡）

5.含浸樹脂下塗り（FR-E3P　0.5kg/㎡）

7.含浸樹脂上塗り（FR-E3P　0.3kg/㎡)

8.含浸樹脂下塗り（FR-E3P　0.5kg/㎡）

10.含浸樹脂上塗り（FR-E3P　0.3kg/㎡)

断面修復（ポリマーセメントモルタル）
鉄筋露出の場合は防錆処理を行う

炭素繊維シート施工図（床版下面）

6.炭素繊維シート（FTS-C8-30相当品）橋軸方向　　　　×1層

9.炭素繊維シート（FTS-C8-30相当品）橋軸直角方向　　×1層

5
6



A1

P1

断 面 図 S=1:100

西餅屋橋 仮設図

側 面 図 S=1:200

平 面 図 S=1:200

A2

吊り足場

吊り足場

吊り足場

吊り足場

吊り足場

支間　30,019350150

橋長　61,000

支間　29,974 355 152
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長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路 ( R 1 4 2 号 )

諏 訪 郡下 諏訪 町　 西 餅屋 橋

設 計会 社

測 量会 社

調 査会 社

管 理技 術者

照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 橋梁修繕 工事平成  2 5 年度

図　 示

実 施 図

長 野県

道 路公 社

内田 田口 佐藤

6
6 仮 設図

吊 り 足 場 A = 1 0 . 3 ( 2 8 . 1 + 2 7 . 8 ) = 5 7 5 . 7 7 m 2

地 覆 足 場 A = 6 1 . 0 * 2 * ( 0 . 8 0 + 1 . 0 0 ) = 2 1 9 . 6 0 m 2
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